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６0代の経済学の老教師が、 こ と さ ら独検や英検

に挑戦してしみじみ感じたこ とを、 これから外国

語をマスターしよ う とする若い学生諸君に伝え、

なにかの参考にしていただきたい。

かつて 3 年前、 私は豊橋校舎の外国語研究室発

行の 『LL ニュース』 No.17 に、｢ ド イツ語との長き

旅路の果てに｣ とい う一文を寄稿したこ とがある。

そこでは、 1997年夏にブレーメンでたて続けに三

つの講演とそれに続く討論を行なったこ と と、 そ

れはいわば、 ド イツ経済を研究するための ト ゥー

ルと して、 40年以上にわたって用いてきた ド イツ

語能力の総決算のよ う に思え、 ある達成感にひた

れたこ とを述べている。 当時、 ド イツ語で苦しむ

のは、 そろそろこれで終わ り にしたいとい う気持

ちだった。

しかし皮肉にも、 そこから また、 わざわざ自ら

設けた目標への戦いが始ま った。 それは、 これま

で永年やってきた ド イツ語や、 昔は少しはやった

英語の能力をなんらかの検定試験を受けて確認し

ておきたいとい う ものであった。 若い人々に交っ

て受験するのは気恥ずかしい限りであったが、 か

まわずやる こ とにした。

1999年春の名大で行なわれた独検では、 3 ・ 4級

しかなかったため、 まず 3 級を受けた。 『全問題

集』 の他、 2 ・ 3級用の参考書なども勉強したかい

あって、 忘れていた語彙や文法なども思い出し、

満点で合格した。 春・秋通じて満点者は 3名あった

が、 そのため表彰され、 賞品と して辞典をも ら う

こ とになった。 しかしいい歳をしてそのためにわ

ざわざ行く気にもなれず、 上京しなかった。

その年の秋、 南山大で実施された独検では、 い

さ さか無謀とは思ったが、午前に 2級、午後に 1級

を受験した。 また 『全問題集』 や、 1級については

参考書がないので、 2 級の参考書などで準備して

いった。 しかし前夜、 歳がいもな く緊張して 4 時

間足らずしか眠れず、 2級はなんとかなったが、昼

食をと った後の 1 級では頭が朦朧と して無残にも

失敗したと思った。 予想通り、 1次試験の 2級は合

格したが、 1級は不合格に終った。 しかし 2級の 2

次の口答試験では武蔵大学まで出向き、 これはな

んな く合格した。

独検 1 級はたしかに難しいが、 それでも全然歯

がたたないものでもないと実感した。 私は 2000年

夏、 愛大の学生に随伴して協定校のブレーメン州

立経済工科大学に赴き、 夏季講座の最上級に参加

して、 1 ヵ月間、絞りだすよ うに能力を鍛えた。 帰

国後の 10月、 胃潰瘍のため 2週間入院を余儀な く

されたが、 病院から秋の 1 級に出願した。 夏の訓

練と入院中の休養によ ってか、 11 月の南山での 1

級 1次試験は、 今度はど うやら通過した。

その後、第2次の口答試験にそなえて、 これまで

の出題傾向を調べあげたと こ ろ、 それらがすべて

最近の日本の話題に関する ものである こ とが分

かった。 そのため年末・年始にかけて 10問ほど予

想し、 独作しておいたと こ ろ、 早稲田で選択出題

された 4問中、 「学校における成績水準の低下」 と

い うテーマが的中した。 私は 2 分間つかえずに喋

り、 その後の追加質問もなんとかこなせた。 今年

2月初め受け取った通知は、 合格だった。

これで一つの目標が達成されたとい う安堵感に

みたされた。 だが冒頭にのべたよ う に、 ド イツ語

で講演した り、 また論文は書けても、 ド イツ人と

同じよ う には話せないし、 今後い く ら努力しても

それは不可能であろ う こ と も自覺している。

そこで私はも う一つの目標を探し求めた。 それ

は若い頃に少しはやり ながら、 殆ど忘れかけてい

た英語を思い出そう とい う こ とである。 英語は今

日、 私たちが国際会議で ド イツ人と さえそれで話

さねばならないほど、 国際的なコ ミ ュニケーシ ョ
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ン言語とな って、 重要性を増しているからであ

る。

今年の春から、 私は慎重に英検2級から始め、 1

次・2次とも無事に合格した。 独検1級のうえ英検

2 級も と ったので、 嬉し く なってついつい人に話

したと ころ、 2級は高校生でも取れると、軽蔑的に

批評されてがっか り した。 そこで秋からは準 1 級

に挑戦したいと思っている。

このよ う に、最近3年間、私は 2 ヵ国語の検定試

験を半分は使命感から、 半分は楽しみながら受け

ま く った。 その結果いろいろ感得したこ とがある

が、 そのう ち参考になるかも しれないと思う こ と

を幾つかあげておきたい。

まず第一は、 「若い頃に習得した知識と能力は

一生の宝」 との諺どお り、 私のよ う に高齢のもの

には、 かつて習得したものを思い出すのが精一杯

であって、 それを新たに伸ばすには非常に苦労が

多いとい う こ とだ。 これはすべての知識や能力に

ついて言える こ とではあるが、 と く に外国語につ

いてそうである。 だからそれは、 ぜひ若いう ちに

マスターしていただきたい。

第二に、 外国語検定の場合、 学生のなかには、

私のゼミ生にもそのよ うな者がいたが、 いっき ょ

に高い水準を目指して、 何度も失敗しながら、 つ

いに合格する人もいる。 だが、 私の経験では、 力

に応じたと こ ろから始めて、 一つ一つ高みに登っ

てい く方がよいよ う に思う。 そうすれば、 基礎的

なものから高次なものへと着実に能力を伸ばせる

し、 自信をも って検定を受ける こ とが楽しみにも

なる。

第三は、 と く に欧米の言語は構造的に日本語と

非常に異なるため、 私たちにと って リ スニングが

いちばん難し い と い う こ とだ。 そしてその困難

は、 1～2年留学したから といって自然に解消する

わけでもない。 一連の意味をも った言葉が、 一連

の音の流れと対応して理解できるためには、 テキ

ス ト を読みながら、市販のカセッ トやCD、 または

LL 教室の AV機器を用いて、 独自に繰り返し訓練

する必要がある。 相手の言う こ とが分かれば、 外

国語はすでに半分、 習得したも同然である。 この

リ スニング能力は、 若い時ほどスムーズに上達す

るので、 ぜひ、 この点で努力するよ う心がけてほ

しい。

イタ リ ア語を学ぶ気などま った く なかった。 そ

れが、 今や、 一番親しむ外国語で一番苦労する外

国語がイタ リ ア語とい う具合になってし ま ってい

る。 そのきっかけは、 ま こ とにあっ さ り と したも

のだった。

大学院マスター・コースの終わ り近く、指導教授

から、 有り難いこ とに、 助手と して本格的な研究

者の道を進むよ う勧めていただいた。 同時に、 こ

れまで関心を持ってきたマキァヴェ ッ リ を これか

ら さ らに本格的に研究してい く なら、 作品を原語

で読まなければならないね、 と穏やかな忠告をい

ただいた。 その通りだと思ったので、 私も穏やか

に、 はい、 と答えた。 その後すぐ始まる大苦戦な

ど、 ま った く想像も しなかった。

それまで見ていた我が国のマキァヴェ ッ リ研究

のほとんどが、 さ ら には彼の時代のルネサンス研

究すら もが、 ド イツの翻訳、 研究に依存しそれに

基づいたものである こ とに疑問と不満を覚えてい

た。 だから、 マキァヴェ ッ リの作品を原語で読ま

ねばならないとい う指導教授の言葉に、 そうだそ

の通りだ、 さすが先生はいいこ とを言うなと生意

気な感想を抱きながら、 あっ さ り応じたのだ。 そ

の原語すなわちイタ リ ア語のジャングルに迷い込
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むこ とになる自分の姿など、 ま った く想い浮かば

なかった。

さ っそ く本屋に行ってみた。 今と比べる と想像

できないかも しれない。 当時は、 ち ょ っ と した本

屋にイタ リ ア語関係のものなど何もなかった。 大

きな本屋に行ってよ う や く 、 小さな辞書と小さ

な、 簡単な文法書が見つかった。 この程度のもの

だけで専門書を原語で読めるよ う になれるだろ う

かと不安に思い、 さ ら に探した。 中型の辞書と文

法書を見つけて求めた。 さ っそく読み始めた。 し

かし ど う にもよ く分からない。 ど う したらいいだ

ろ う ？　そうだ、 まず発音を少し覚えよ う。 文法書

に出ている単語が発音できるよ う になれば少しは

文法の勉強にはずみがつ くかも しれない。 誰か発

音を教えて くれる人、 イタ リ ア語を知ってる人が

居ないだろ うか ？

そう思って初めて分かった。 私の居た大学には

無論、 大学が在った仙台にも、 イタ リ ア語の先生

は居なかったのだ。 少な く も私の知る範囲には居

なかった。 色々な人に聞いてみたけれど、 皆、 知

らないとい う こ とだった。 代わ り にと、 ある人が

リ ンガフ ォンの外国語レコー ド にイタ リ ア語もあ

る と教えて くれた。 さ っそく入手した。 当時はカ

セッ ト テープとい う ものが無かったから、 外国語

の発音はすべてレ コー ド に頼らねばなら なかっ

た。 十数枚のレ コー ド を聴く ための機器は、 大学

のものを借 り て、 それでテープにすべて録音し

た。 テープはリールに巻かれた大型のもので、 こ

れをかけるテープコーダーは知り合いから古物を

安く ゆずっても ら った。 やっ と こ さ持ち歩ける重

いもので、 当時はそうい う大型のものしかなかっ

たのだ。 しかも、 珍しい貴重品だった。

とにか く何とか発音を聴けるよ う になった。 ア

ルフ ァベッ ト の音を初めて聴いた。 テキス ト を見

ながら単語の発音を聴き、 この Z はこ こではツと

発音するのにこ っ ちではヅなんだなぁ とい う よ う

に文字通り一語一語、 覚え始めた。 それでも、 生

の音を聴いただけで楽し く なった。 平行して、 多

様な動詞の時制や格の変化などは、 小さなカー ド

に書いて持ち歩き、 バスの中でもどこででも暗記

と発音の練習を試みた。 目で単語を追う だけよ

り 、 音を伴った勉強は格段に楽しかった。 だか

ら、 イタ リ アの映画 『道』 の中心部分のレコー ド

とテキス トが発売されている と知って、 さ っそく

求め、 やは り リ ール式のテープに録音して聴い

た。 何度も聴いた。 だがこ ちらは、 セ リ フの難し

さ、 発音の速さのためにまだほとんど聞き取れな

かった。 しかし、 哀切な音楽と主演男優 ・ 女優の

会話のムー ドがたとえよ う もな く よかった。 イタ

リ ア語ってなんかすご く いいなぁ、 と思えた。 も

う男優も女優も亡くなったら しいけれど、 あの二

人の 『道』 は、 私には、 どんな名画にもま さ って

記憶に残る生涯の映画である。

一方、文法書 （当時の岩波全書の一冊） の理解は

進まなかった。 二回三回と通読しても、 一向に要

領を得なかった。 質問をしよ う と思っても相手が

居ないのだから ど う にもならない。 困り果ててい

たと こ ろに、 イタ リ ア語講習会のポスターが目に

入った。 仙台でイタ リ アに関心を持っている人た

ちの 「東北イタ リ ア会」 が、 京都大学のイタ リ ア

文学の助手を招いて一週間、 毎夕、 講習会を開く

とい うのだ。 これぞ天の助け。 さ っそく主催者た

ちを訪ね、 感謝の意を表しながら色々の雑務への

協力を申し出た。 そして、 夏、 受講者の受付を手

伝いながら、 6 回の講習会を受けた。 人から教え

ても ら う外国語の勉強はこんなに楽でこんなに分

かりやすいものかと、 感激の連続だった。 最終日

の夜、 講師に感謝の夕食会が開かれた。 文法書を

読んで混乱し困惑していたのでと、 講習を受けて

の感激と感謝の言葉を述べる と、 あの本は読む程

に分からな く なるよと笑いながら、 別の、 本屋で

は売られていない文法書を教えて くれた。 その後

すぐそれを取り寄せ、 繰り返し読んだ。

私が文法書を読んで少し分かってきたと感激し

ていた時、 研究室の同年代の友人たちは、 も う毎

日、 専門書を読んでいた。 日本を研究している人

は日本語の本を読むのだから楽なものだ。 英米を

専攻している人は中学生の時からなじんでいる英

語で、 独、 仏を専攻している人でも、 教養課程の

時から習い始めた独語、 仏語で読んでい く。 しか
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も英、 独、 仏語については、 学部時代の専門書講

読やゼミ、 大学院マスター時代のゼミなどで、 専

門書を読む訓練をまさに専門の教授たちから受け

ている。 私も英語と独語についてはそう した訓練

を受けていたし、 独語については助手になってイ

タ リ ア語を始めてから も、 毎週、 指導教授の学部

と大学院のゼミで専門書をテキス ト と して読んで

いた。 しかし、 イタ リ ア語については、たった 6回

の基礎文法講習会を受けただけで、 他に何の訓練

も受けていない。 立ち遅れは、 ま さにど う しよ う

もないものだった。

嘆いていても仕方がない。 とにか く食らいつい

てみる他はない。 しかしやは り歯がたたない。 分

からないこ とが続出するのに、 それを尋ねる人が

いない。 いや、 分かったと思った部分でも、 はた

して自分のその理解が正しいのかど うか確かめよ

うがない。 困った。 本当に困った。 そこで、 イタ

リ ア語の本で英語や独語に訳されているものを選

び、 両者を対照しながら読む訓練を始めた。 これ

はかな り有効だった。 しかしそれでも、 なぜ当の

イタ リ ア文が当の英文ないし独文になるのか理解

できない、 納得がいかない場合、 やは り困った。

そもそも、 そう した複数の外国語を介してヨチヨ

チと読んでい く とい う こ と自体、 忍耐の要る こ と

だった。 日、 英、 独、 仏語の書を読んでいる周囲

の友人たちを見る と、 自分の ノ ロ ノ ロ、 ヨチヨチ

の毎日が、 実に歯がゆかった。 何もかもすべてい

やになった。

そんな時、ふと、小学校 (5/6年 ) で習った杉田玄

白のこ とが思い出された。 『ターヘル ・ アナ ト ミ

ア』 のたった一行が、 幾人かの人と一日かけても

読み解けなかったとい う話だ。 さ っそ く文庫本の

『蘭学事始』 を買って読んだ。 玄白は、眉毛の短い

説明文が一日かかっても読めなかった、 わずか一

～二寸 (6/7 ｾﾝﾁ) の短い文の意味が分からないう ち

に日が暮れた、 と苦心の日々を語り ながら、 日本

で初めて人体解剖書を理解してい く感激を淡々と

綴っていた。 （今度、本当に久しぶり に見て確かめ

たら、 次のよ うな文だった。） ── 「たとへば、 眉

といふものは目の上に生じたる毛な り と有るやう

なる一句、 彷彿と して、 長き日の春の一日には明

らめられず。 日暮るまで考へ詰め、 互ににらみ合

て、 僅か一二寸の文章、 一行も解し得る事ならぬ

こ とにて有り しな り 」。 …… 「凡そ一年余も過しぬ

れば、 訳語も漸く増し、 読むに随ひ自然と彼の国

の事態も了解する様にて、 後々は其章句の疎き所

は、 一日に十行も、 其餘も、 格別の労苦な く解し

得るよ う にな り た り 」。

ずし り と重く響く ものがあった。 一言も無かっ

た。 やる しかないと、 再び文法書に、 大型のリー

ル ・ テープに、 イタ リ ア語→英語 ・ イタ リ ア語→

独語の対照に向かった。 だが、 いやになって放り

出し、 せっか く覚えかけていたものまで忘れてし

ま う こ と も再三だった。 それでも、 市内にかつて

イ タ リ ア語を学んだこ とがある人が居る と聞け

ば、 ま った く未知の人でも、 自分に必要な専門書

をも ってすぐ駆けつけ、 私と このイタ リ ア語の本

を読んで下さ い と頼み、 相手に有無を言わせず

引っ張り出して 「読書会」 を開いた。 それぞれの

専門や仕事がある人たちに、 何の報酬もお礼もあ

げず、 お願いし ますの一手で無理を聞き容れても

ら った。 何と勝手な、 何と失礼なこ とをし続けた

ものかと、 今は思う。

苦心の日々を 「一年余も過ごし」 てよ うやく 「一

日に十行も……解し得る」 よ う になった杉田玄白

ら先駆者たちの苦労から見れば、 自分のやってい

る こ となど何程のものでもないとい う思いが、 そ

の間、 折り にふれて浮かんだ。 なんかプラスにな

る こ とがあるかも しれないと思えば、 その後も迷

わず突進した。 イタ リ アに行った方がいいかも し

れないと思い立ち、 先の 「東北イタ リ ア会」 の人

たちの推薦も得て、 イタ リ ア政府給費留学生試験

を受けた。 イタ リ ア人と日本人の試験官から、 イ

タ リ ア語の先生は誰かと、 無論イタ リ ア語で質問

されて、 これまでの経過をイタ リ ア語で答えた。

口で答えたと ういよ りは心臓で答えたといった方

がよかった。 おそら く、 田舎都市での独学の話が

試験官の共感を呼んだのだろ う。 初年度は腕だめ

しで終わるかと思っていたのに、 パスした。 加え

て、 日本の文部省からイタ リ ア往復の旅費も得ら
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れた。 初めて飛行機に乗った。 そして着いたロー

マ大学でも、 今ふり返る と、 突進の連続だった。

あれから も うかな り の年月が過ぎた。 初めにも

書いたよ う に、 今、 イタ リ ア語は一番親しむ外国

語にな り、 同時に、 一番苦労する外国語にもなっ

ている。 外国語とい う ものはど う にもならないも

のだと、 今も しばしば感じ る。 イタ リ ア語とい う

ジ ャ ングルに迷い込んでいるよ う にすら感じ る。

ただ、 自分のやっている こ となどは苦労のう ちに

入らないとい う思いは、 今も心にある。 また、 あ

の学び始めの頃の仙台の人たちの無償のご好意と

ご協力には、 今も本当に頭が下がる。 杉田玄白の

『蘭学事始』 にも、 今度久しぶり に読み返しても、

ただただ頭が下がる。 外国語を学ぶこ とで自分の

世界が広がる楽し さは学ぶ苦労にまさる ものでも

ある こ とを、 これらの人々と この書のお陰で知る

こ とができた。 （2001. 10. 21）

韓国語の勉強をはじめてま もな く 2 年が経つ。

実力は、 自己診断でハングル能力検定試験の 4 級

程度、 いばれる ものではない。 勉強のき っかけ

は、 ある共同研究の調査旅行で韓国へ行く機会が

あ っ た こ とだが、 その調査旅行が終わってから

も、 勉強を続けている。 その理由は、 なんと言っ

ても面白いからである。

まず、 第一に私にと って非常に新鮮である とい

う こ とがある。 中学、 高校と英語を勉強し、 三十

数年前に大学に入ってからはフ ランス語を専門と

した。 以後、 必要に応じて ド イツ語やスペイン語

やイタ リ ア語をかじ ったが、 いずれも ヨーロ ッパ

の言語で、 アジアの言語の勉強はこれがほぼはじ

めてである―― 「ほぼ」 とい うのは一度中国語を

かじ り かけたこ とがあるが、 発音の難し さに 1 ヶ

月ほどでギブア ップしたからである。 はじめてま

と もに勉強したアジアの言語である韓国語は、 文

法が日本語とそっ く りである。 語彙の面でも両言

語と も漢語が多く入ってお り、 共通する単語が多

い。 このために、 発音面では日本語に比べて複雑

で難しいとはいえ、 韓国語は日本人にと って非常

に勉強しやすい言語である。

ヨーロ ッパ言語を勉強する際には日本語の発想

から離れる必要があるが、 韓国語の勉強の場合は

その必要がない。 とはいえ、 異なる言語であるか

ら、 日本語の発想から微妙にずれなければならな

い場合も しばしばある。 たとえば、 敬語は、 韓国

語の場合絶対敬語 （身内の者についても敬語を用

いる） であ り 、 日本語の相対敬語の発想とは異

なっている。 こ う いったこ とは、 日本語の成り立

ちについてあらためて反省させて くれる こ とにな

り、 いわば、 日本語のも っている普遍性と特殊性

といったものをきめ細かく照ら し出して くれる こ

とになるのである。

個々の表現においても、 いろいろ考えさせられ

る こ とがある。 一例を挙げる と、 極度の事柄を表

現するのに 「死ぬ」 とい う言葉が日本語でも韓国

語でも同じよ う に用いられる。 たとえば、 「寒く

て死にそうだ」 は韓国語でもま った く同じで 蓄趨

宋畏嬢推 . （「チュウォ・チュ ッケッ ソ ヨ」） と言う。

と こ ろが、 大変おいしいとい う こ とを表す韓国語

の比喩表現 却戚 股陥亜 馬蟹亜 宋嬢亀 乞牽畏嬢

推 . （「 ト ゥーリ ・ モッ タガ ・ハナガ ・チュゴ ド ・モ

ルゲッ ソ ヨ」） に出会ったとき、私は腰が抜ける く

らいびっ く り してし ま った。 直訳する と 「二人で

食べていて、 一人が死んでも分からないだろ う 」

となるが、 ど うみても、 このよ うな表現は日本語

の発想からは出てこない。 「これを食べる こ とが

できたら死んでもよい」 とか、 「死ぬほどおいし

い」 とか言う こ とはできるが、 日本語話者と して
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は上の韓国語の表現にはど う しても違和感を覚え

る。 それは、 主観的な判断にかかわる こ とが、 対

人関係の中で写実的に表現され、 「死ぬ」 とい う言

葉とあいま って極めて生々しい表現になっている

からであろ う。 常石希望先生の話しによる と、 さ

すがに韓国の人たちも この表現を用いる ときには

冗談めかして言う とのこ とである。 それはと もか

く、 上のよ うな表現にか り にフ ランス語の中で出

会ったと しても、 別にびっ く りする こ と もな く 、

単に言語の違いとい うひと言で通り過ぎてし ま う

かも しれない。 衝撃的であるのは、 互いに似た言

語、 基本的には日本語の発想から離れる必要のな

い言語の中での発想の違いだからである。

私が韓国語の勉強を面白い と思っ た第二の点

は、 韓国語での音の変化である。 上で少し触れた

よ う に韓国語の発音は日本語よ り もはるかに複雑

であるが、 その一方で、 系統のま った く異なるフ

ランス語の音声面と相通じるものがある。 子音に

ついては相異なる点が多いが、 口腔母音をみれ

ば、 韓国語の 8 個の母音のう ちフ ランス語にない

母音は平唇の 「ウ」 （唇を横に引いて 「ウ」） 一つ

であ り、半母音をみれば、韓国語の2個の半母音は

フ ラ ンス語の 3 個の半母音に含まれる。 ただし、

これだけのこ とであれば、 イタ リ ア語やスペイン

語の母音は 「ア」 「イ」 「ウ」 「エ」 「オ」 の 5個であ

るから、 これらの言語と日本語の類似のほうが韓

国語と フ ラ ンス語の類似よ り も大きい こ と にな

る。 韓国語と フ ランス語に相通じるものがある と

い うのは、 単に個々の母音に類似点がある とい う

こ とだけではな く、 音と音との間に起こ る現象に

も相通じる面があるからである。

フ ランス語には、 アンシェヌマンやリエゾンと

い う現象がある。 アンシェヌマンとい うのは、 発

音される最後の子音が次の単語の冒頭の母音に連

続して発音される （音節が移動する） 現象であ り、

たとえば、 「彼は」 を意味する主語代名詞 il （「イ

ル」） のあ と に 「～である」 を意味する動詞 est

（「エ」） を置いて il est とすると、発音は 「イル・エ」

ではな く 「イレ」 となる。 これに対してリエゾン

とい う のは、 語末の本来発音されない子音字が、

次に く る単語の冒頭の母音にひっかけられて発音

される現象であ り、 たとえば il est のあとに 「名古

屋に」 を意味する à Nagoya を置き、 「彼は名古屋に

いる」 とい う文を完成させて Il est à Nagoya. とする

と、 発音は 「イレ ・ ア ・ナゴヤ」 ではな く 「イレ ・

タ ・ ナゴヤ」 となる。

これら によ く似た現象が韓国語にもみられる。

たとえば、 「時間」 を意味する 獣娃 （「シガン」） に

「～が」 を意味する助詞 戚 （「イ」） をつけて 獣娃戚

とする と、 発音は 「シガン ・ イ」 ではな く 「シガ

ニ」 となる。 これは、 フ ランス語文法で言う アン

シェヌマンと同じ現象である。 そして、 「ない」 を

意味する 蒸陥 （「オプタ」） の語幹 蒸 （「オプ」） に

「～なので」 を意味する語尾 嬢辞 をつけて 蒸嬢辞

とすると、 蒸 の が発音されて 「オプソソ」 とな

るが、 これはフ ランス語文法で言う リエゾンに相

当する とみる こ とができる。 また単語と単語の間

での音の変化も面白い。 たとえば、 「食べた」 を意

味する 股醸陥 （「モゴッ タ」） の前に 「～できない」

を意味する 公 （「モッ」） を置いて 公 股醸陥 とす

る と、 発音は 「モッ ・モゴッ タ」 ではな く 「モン ・

モゴッ タ」 となる （鼻音化現象で、 これはフ ラン

ス語にはない）。 結局 「時間がなくて食べる こ とが

できなかった」 とい う文を完成させて 獣娃戚 蒸

嬢辞 公 股醸陥 . とする と、 全体の発音は 「シガ

ニ ・ オプソソ ・ モン ・ モゴッ タ」 となる。

上に述べたのはご く簡単な例にすぎず、 このほ

かにも、 韓国語を勉強していてフ ランス語での綴

り字と発音の関係を連想させられるよ うなこ とが

よ く ある。 ただし、 韓国語にみられる音の現象は

フランス語におけるよ り もはるかに複雑で多様で

あ り 、 フ ラ ンス語よ り も難し い と私は思ってい

る。 しかし、 それは本来発音しやすいがゆえにそ

うなっているはずなのである。 実際、 韓国語を勉

強している と、 この音の変化が快感とな り、 やみ

つきになる。

最後にひと言。 経済のグローバル化に伴い、 英

語 （米語） 学習の必要性は今後もますます大き く

なるであろ うが、 それは他の言語の価値を低める

ものではない。 言語は文化と一心同体であ り、 人
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間の基本的な営為である言語活動は文化的営為で

ある。 互いの言語の尊重は、 互いの文化の尊重で

もある。 韓国で、 つたない韓国語を少しでも話す

と、 韓国の人々はすぐ 酔軒 源聖 設 馬獣革推 .

（「ウ リ ・ マルル ・ チャーラシネヨ」 ＝ 「私たちの

言葉がお上手ですね」） と言って くれる。 異なる文

化間での人と人との交流そして相互理解は、 この

よ うなと こ ろからはじ ま るのではないだろ うか。

ちなみに、 21世紀は多言語 ・多文化の時代と言わ

れている。

私は一応中国語と英語がしゃべれる。 “一応” と

いったのは、 何とか相手と意思が通じ合え、 こ ち

らの意図する こ と、 つま り仕事や研究事業の目的

を、 これまた何とか達成できる と い う こ とであ

り、 人に披瀝できるほどの実力はない。 も っ と恥

ずかしいこ とは、 大学時代に中国語、 英語以外に

ド イツ語1年、 フランス語と朝鮮語は 2年、 ロシア

語はプーシキンの詩を聞く まで 3 年もやったが元

の木阿弥である。 どれも何一つ実を結んでいな

い。

だだ、 英語学習でプラスであったのは、 米国の

大学院留学のとき、 毎週英語でペーパーを書かさ

れたこ と、 2 年間アメ リ カの白人家庭にホームス

テイしたこ とである。 ラ リー、 ドニ―、 シェ リー

の兄、 弟、 妹は今ど う しているのだろ うか。 中国

語のマスターでは、 大学で中国語を専攻したが、

やは り前職の財団法人日中経済協会の仕事で通算

10 年間、 北京に駐在したこ とが幸運であった。

とはいっても、 私の中国語は英語と同じで実践

の中で覚えたので中途半端、 本来なら こ こで紹介

するのもおこがま しいと思っている。 多く の中国

の友人は私の中国語を聞いて、 おせじ と気を悪く

してはいけないと思い、 「講得好 （上手ですね）」

と言って くれる。 私の本心は上手とはいっ こ う に

思っていないので、 いつも聞き流している。 それ

とは別に、 きまってこのよ う に答えている。 「我的

中文、 基本上没有問題、 但是実際上有問題」 （私の

中国語は基本的に問題ないが、実際上は問題あ り）

と。 要するに、 外国語はできるか、 できないかし

かないのであ り、 ち ょ っ とできるなどはできない

部類に入る。 そう考える と、 私の中国語も 「でき

ない」 部類に入るのである。 外国語マスターは趣

味やア クセサ リ ーでないので甘 く見てはいけな

い。 畢竟到達点はない。

その実、 私の女房に 「私の外国語マスターにつ

いて書いて欲しいと頼まれている」 とい ったら、

あなたの外国語マスターはいいかげんだから読ん

だ人が誤った考えをもつので、 絶対書かないほう

がいいと嘲笑し、 苦言を呈する。

ちなみに私の妻は華僑である。 今は日本国籍を

取り、 2児の母であるが、 生まれはシンガポール、

育ちはジャカルタ、 北京で高校時代を過ごし、 中

国全土に極左路線が吹きま く った文化大革命の終

わ り ごろに広東省の農村に下放した。 その後、 香
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港で事業をしていた彼女のお父さんの尽力で中国

大陸を脱出し、香港で1年間英語を勉強した後、 ア

メ リ カの大学に留学した。 米国留学中に私と知り

合い、 大学卒業のあと結婚のため日本に来た。 波

乱万丈、 有為転変の人生といえる。

その結果、 北京語はも とよ り両親のふる さ との

言葉である膃南語 （福建省南部の方言、 台湾語と

同じ）、下放の成果として広東語、半分母国語であ

るイン ド ネシア語、 その兄弟語であるマレーシア

語、そして英語、日本語と 7つの言葉を操る。 そん

な言葉上のタレン ト である愚妻が私の外国語をバ

カにするのだから、 私の実力もたかが知れてい

る。 多くの華僑が多種の言葉をし ゃべれるのは彼

らの人生そのものだから仕方ない。 私と比較され

たら困るが、 それでもあえて書く のは、 私は私な

り のやり方で勉強したからである。

外国語のマスターの第一はまず日本語をよ く

し ゃべる こ とである。 日本語で話す内容を持たな

いのに、 ど う して外国語までう ま く なれるだろ う

か。 語学学校にい く ら行っても、 何かし ゃべろ う

とする話題や自分な り の見識、 判断、 知識を持っ

ていないと、 上達する こ とはない。 はっき り いっ

て無口な人はまず外国語はう ま く ならない。 日本

語でも し ゃべら ない人が、 いきな り 外国語でむ

ちゃ く ちゃ し ゃべれるなんてあ り えない。 ジキル

博士とハイ ド氏なら別であるが。

第二にアウ ト プッ ト から インプッ ト を考える こ

と。 具体的にい う と、 自分がある場所である問題

についてスピーチする と想定して、 それを外国語

でどのよ う に言う のか考えて練習する こ とであ

る。 圧力、 強制をかけるのである。 外国人が聞い

ている と想像して、 こ う いった言い方、 表現は外

国語でどのよ う にい うのかをまず考える こ と。 い

きな りがむし ゃ ら に単語を覚えても意味がない。

自分の仕事や勉強に関係する、 興味のある事象か

ら まず単語をマスターしてい く。 身に付く きっか

けは興味である。

第3は聞く力 （hearing） をつける こ と。 聞く力を

100 とする と、 し ゃべる力は半分である。 聴いて

分からないのに、 ど う してし ゃべれるのか。 勉強

の方法は ま ず毎日テープ を聞い て書き取る 、

dictation （中国語では听写という） の練習が肝要で

ある。 目で見て分かっても し ゃべれない。 赤ちゃ

んの学習過程と同じである。 一種の単純肉体労働

である。

第 4 は口慣ら しの読む練習である。 朗読と もお

経を唱える と も言える。 同じ教科書を 3 回読むま

で使う こ とが大切である。 文章を暗記しよ うなど

と欲を出さず、 ひたすら毎日10分ぐらいずつ読み

進むこ と。 教材は今の自分のレベルよ り一つ下の

レベルの本を使う と良い。 高校の教科書を音読す

るためにも う 3 度使用してみたら ど うか。 注意す

べきこ とは、 ぶ厚い教材を使用しないこ と。 薄い

のだと早く終り マスターした気分にひたれる。 偉

そう に言っている私も大学の教授になって以来、

忙し さ にかまけてやっていないのが実情である

が。

第 5 は、 「継続は力な り 」。 外国語のマスターの

プロセスは図のよ うな右上が り の放物線を描く。

aから b までの時間帯はい く ら勉強しても成果が見

えず、 いらいら していやになる。 この期間にギブ

ア ッ プする人が多い。 その苦し い時期が過ぎる

と、 急に成果が見えて く る。 そこ まで辛抱できる

かど うかが、 外国語マスターの分岐点である。 こ

れをも って柔道、 剣道、 茶道、 華道等に倣い 「外

国語道」 と言う。

私の人生を振り返って、 やは り英語と中国語を

やっていて良かったと感じ る。 特に中国語を勉強

したおかげで、 中国関係に接し就職においても、

思索においても、 研究においても私の人生を豊か

にして くれた。 若い諸君が中国語を勉強して決し

て悔いはないであろ う。 ましてや 21世紀は中国が
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台頭し、 注目されるからである。

最後に外国語ができる こ とは、 頭の良し悪しに

関係ないと肝に命じ るべきで、 できな くても悲観

する必要はない。 ただ、 外国語をマスターする と

世界が広がり、 知識が深まる。 そして、 マスター

した人は、 そうでない人と比べて、 新しいモノへ

の好奇心が強く活動的、 未知への興味が強く理知

的、我慢強さの 「3強」 を兼ね備えていると見られ

るだろ う。

言語には口語と書面語とい う二つの形がある。

口語は書面語の基礎でも あ り 、 人類の コ ミ ュニ

ケーシ ョ ンの重要な手段でもある。 日常生活では

口語が書面語よ り よ く使われ、 人間社会に欠かせ

ないものである。 しかし、 外国語を勉強する人は

口語よ り書面語に力を入れる人が多い。 なぜかと

い う と書面語は口語よ り発音の正確さが要求され

ないし、 作文を書く時にゆっ く り考えながら書け

ばよいからである。 それに、 教育機関では外国語

の実力評価は筆記試験で評価する こ とが多い。 そ

れで書面語を重視し、 口語を軽視する とい う現象

が表れたのである。 これはもちろん外国語教育の

基本方針と教育者の教え方にも関わっている こ と

である。

私はよ く学生に 「どの国の言葉がやさ しいです

か」、 「中国語は本当にむずかしいね」 と言われる

たびに 「母国語の以外の言葉はみな難し いです

よ、 みなさんにと っての中国語ももちろんのこ と

です。 難し く なければ、 大学に入って勉強する必

要はないのではないですか」 と答えている。 確か

に外国語は容易に身につ く ものではな く、 時間を

かけて勉強しなければ、 上達するものではない。

中国では外国語教育の基本は 「聞く、話す、読む、

書く、 訳す」 こ とである。 外国語をマスターする

には良い環境 （客観的要素） と自分自身の努力 （主

観的要素） が必要である。 むしろ、 後者のほうが

重要である と言えよ う。 中国語には 「

」 （志さえあれば必ず成功する） とい う諺がある

が、 私は外国語を勉強する過程において、 これを

痛感している。 志と自信がなければ、 語学に限ら

ず、他の事もマスターできない。 「習っている外国

語を必ず身に付けるとい う意志を持つこ とが大事

だと思う。

私は外国語を勉強する以上、 発音は勿論の こ

と、 会話をきちん とやら なければなら ない と思

う。 外国語を習得する際、 聞く こ と と話すこ とは

最も基本である。 一般的に自分の勉強している外

国語が正し く聞き取れるなら、 その言葉の発音を

真似する こ とができ、 文章も一応読めるのであ

る。 これらは相互補完の関係にある。 中国語を母

国語とする人が日本語を習う場合と して、 日本語

を母国語とする人が中国語を習う場合も、 最初に

正し く練習する こ とが大変大事である。 最初の発

音をし っか り マスターしておかないと、 後々勉強

に支障が出て く る。 始めに覚えた変な発音はあと

から直そう と しても、 一度ついてし ま った癖はな

かなか直らない。 だから、 発音の基礎を固める こ

とは外国語学習の第一歩である。 初心者に と っ

て、 日本語の 「長音」 「濁音」 「促音」 「拗長音」 は

わ り あい難しいと思う。 中国語の標準語にはそう

い う音素がないからである。 中国の四川、 湖南、

陝西、 福建省など長江沿岸地域出身の人は始めの

う ち、 日本語の 「な」 と 「ら」 がう ま く区別でき

ない人が多く、 ずいぶん苦労する。 これはその地

域の発音の特徴が影響しているよ うだ。 私の体験

から い う と日本語を習いだして最初の一ヶ月間

は、 先生やネイティブスピーカーの模範的な発音

テープを繰り返し聞きながら、 その発音を何回も
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真似し、 発音の要領が少し分かったら、 恥ずかし

がらずに自分で発音をして先生や先輩に聞いても

らい、 直しても ら う こ とが外国語を勉強する近道

である。 （私の学生時代、 テープレコーターは、高

嶺の花であ った。 外国語大学は恵まれたほうで、

各ク ラ スに音質のあま り良 く ないテープレ コー

ターが一台置かれ、 学生たちは毎日それを囲んで

授業用のテープを聞いていた。 今は中国の学生に

しても、 日本の学生にしても、 テープレ コーター

はもちろんのこ と、 いろいろな録音教材がた く さ

んあ り、 本当に幸せである。）

「聞く 」 と 「話す」 練習をする こ とは学生の語学

センスをみがく のに一番重要である。 聞く こ とは

話すこ との基礎であ り、 よ く聞いてこそ、 初めて

よ く話せる。 聞く こ とはただ大脳の聴覚を機械的

に刺激するだけではな く、 耳で音を聞く こ とを通

して、話された内容に対する理解、記憶、分析、判

断など脳を働かせる こ とが含まれている。 聞き取

る速度および正確さには人の理解力と知識の広さ

が反映される。 だから、 私は外国語を教育するに

しろ、勉強するにしろ、 「聞く こ と」 と 「話すこ と」

から、 着手すべきである と思う。

私は大学時代に毎朝録音テープを 2 回ほど聞き

ながら、 大きな声でその発音の真似をし、 新しい

単語と本文を覚え、 それからは通常の講義に出

て、 夕食後、 授業の内容を復習してから、 ク ラス

メー ト と日本語で会話の練習をした。 相手のミ ス

に気が付いたら、 お互いに直しあ う。 このよ う に

して会話を進めてい く 。 塵も積もれば山となる。

こ う したこ とが私の外国語の学習法であ り、 みな

さんのご参考になれば幸いである。

学生の皆さんはも う ご存知でし ょ うか、 愛知大

学は 2001年度から 「FD活動」 を全学で始めていま

す。 「FD活動」 とは、 「大学の学部教員の教育およ

び研究を開発・発展させるための活動」 ですが、 な

かでも も っ と も重要と思われる ものが、 学生に

と っていかに魅力的なそして役に立つ講義をする

かとい う こ とです。

それと平行して名古屋語学教育研究室でも、 外

国語を担当する教員の間で情報の交換をお こ な

い、 よ り よい語学の授業を目指してい く こ とにな

り ま した。 その第 1回目の集ま りが 6月 22日にあ

り、 そこで活発な意見の交換がおこなわれました

ので、 その結果を簡単に報告したいと思います。

やは り ほとんどの教員が指摘したのは 1 ク ラス

の人数の問題でした。 法学部 ・ 経営学部対象の大

人数の授業では個人個人の指導がなかなか出来な

い、 学生との距離が縮まらないといった声が圧倒

的でした。 ク ラスの人数は、 現在準備中の新しい

カ リキュ ラムの導入などによ り改善を図るよ う努

力していますが、 現在の条件のも とですぐにでき

る有効な方法と して、 座席を指定する こ とによ っ

て学生一人一人の名前を把握するよ う にする、 ま

た必ず一人一回はあてるなど、 授業に参加してい

る とい う自覚が持てるよ う に指名の方法を工夫し

ている等の報告があ り ま した。

学生の声が小さいので発音の指導が難しいとい

う悩みに対して、 グループ学習をさせて、 ク ラス

の他の学生との人間関係を作らせる こ とによ って

対応しているとい う報告もあ り ま した。 その他各
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人さまざまな工夫をされている様子がうかがう こ

とができま した。 せっか く のこ う した工夫が一人

のものに終わらないよ う に、 互いに成果を利用し

あえるよ う に、 情報の交換の大切さ を確認して、

今後も こ のよ う な研究会を継続してい く こ と に

なっています。

またすでに学部の性格上小人数ク ラスでの授業

を実現している現代中国学部の教員から、 環境が

整備されていても、 学生の自発的な勉強意欲に直

接結びつ く ものではない、 内容に関する工夫がよ

り問題なのだとい う指摘があ り ま した。

その他留学生向けの日本語を担当する先生から

は、 留学生と日本人学生との交流の機会が少ない

のはとても残念だとい う指摘もあ り ま した。

外国語担当教員は、 少しでもよい授業が出来れ

ばと努力しています。 そのためには教員の努力は

もちろんのこ と、 学生の皆さんの意見を少しでも

多く聞かせてほしいと思っています。 意見や要望

のある学生は、 中央教室棟 3 階の語学教育研究室

を訪ねて くださ るか、 あるいは授業の終わったと

きなど担当の先生に気軽に声をかけて、 授業に関

して何でも気の付いた事を話して ください。 今後

の授業に役立てたいと思います。

英語の ‘town’ と ‘city’ の違いは何か。 多くの

人は ‘town’ が 「普通の町」 で ‘city’ が 「大都市」

と考えるであろ う。 結果的にこれでほぼ正解であ

る。 前者に 「町」、 後者に 「街」 とい う漢字を当て

はめて考える人も多い。 「町」 の原義は 「田圃の中

の畦道」 だから この字は何とな く牧歌的な地方都

市の風景を連想させるし、 「街」 は元来 「道が交わ

る場所」 すなわち 「十字路」 を意味していて、 そ

うなる と主要道路が交わる と こ ろには必ず主要都

市がある こ とから もわかるよ う に、 「街」 が意味す

るのはそれな り に大きな都市なのである。

しかしながら 「犬」 と ‘dog’ が必ずし も等号で

結ばれる とは限らないよ う に、 ‘town' と 「町」、

‘city’ と 「街」 が完全に対応する とい うわけでも

ない。 話は逸れるがなぜ 「犬」 と ‘dog’ が同じで

ないのかと言えば、 「犬」 とい う漢字から普通の日

本人は、 あるいは少なく とも私は、柴犬、秋田犬、

も し く は雑種の和犬を思い浮かべ る 。 一方で

‘dog’ とい う英語が通常英語圏の人の心に喚起す

るものはまずこれらの種類の 「犬」 ではない。 因

みに私は ‘dog’ とい う とまずボーダーコ リーをイ

メージする。

そのよ うなわけで、 ‘town’ と 「町」、 ‘city’ と

「街」 もまたそれく らい異なる場合があるのだ。 詳

し く知りたければ辞書を 「読む」 のがよい。 『ジー

ニアス英和辞典 （第二版）』 （大修館） によれば

‘town’ は 「1. 町 （village よ り大き く city よ り小さ

い）。 2. ［通例 the～］ （田舎に対して） 都会、 町な

か。 3. ［通例無冠詞で］ （地域の中心となっている）

都市。 4. ［the～;集合的に ;単数・複数扱い］ 町民、

市民 ;大学町の住民。 5. （（米）） 群区。 6. （（英）） 定

期的に市 （いち） が開かれる所。 7. ペンギン ［プ

レーリー ド ッグ］ の巣が多い所。」 である （例文、

補足説明は省略したが、 本当はこ う い う と こ ろも

読むとよい）。 なぜペンギン とプレイ リー ド ッグ

なのかは大いに気になる と こ ろだが、 それはと も

か く 1. の定義に も関わらず ‘town’ が意外に も

「街」 のニュアンスを含んでいる こ とがわかった。

そう いえばポール ・ マッ カー トニーの曲に 「ロン

ド ン ・ タウン」 とい うのがある。

一方 ‘city’ はといえば、 同じ く 『ジーニアス』

によれば 「1. （田舎に対して） 都市、 都会。 2. （行

政上の正式の） 市 （（米国では州の認可を受けた自

治体で county の中の一単位。 通例 town よ り大き
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い。 英国では国王の勅許を得た town で、 cathedral

を有し bishopがいる））。 3. ［the～;集合的に ;単数・

複数扱い］ その市の （全） 市民、 住民。 4. ［the C

～］ シティー （（London旧市内の中心部約1マイル

四方の地域。 英国の金融 ・ 商業の中心地 ; 米国の

Wall Streetに相当））。 （英国の） 財界、金融界。」 と

い う こ とである （5. と 6. は形容詞的用法なので省

略）。 こ こで ‘town’ との違いを考える上では 2. が

重要である こ とがわかるだろ う。 要するにアメ リ

カ合衆国では ‘city’ は 「政令指定都市 （のよ うな

もの）」、 連合王国では 「大聖堂がある都市」 を意

味するのだ。 従って ‘city’ は結果的に 「大都市」

とい う こ とになるのである。

と こ ろが話はそれほど単純ではない。 この定義

からする と英国ではどんなに大都会であっても大

聖堂 （cathedral） がなければ ‘city’ と呼ぶこ とは

出来ず、 またいかに小さな町であっても大聖堂さ

えあればそれは ‘city’ なのである。 こ こで言う

「大聖堂」 と はア ング リ カ ン ・ チ ャ ーチ、 別名

チャーチ・オヴ・イングラン ド （日本語でよ く 「英

国国教会」 とか 「イギリ ス国教会」 などと言って

いるがいずれも不正確で、 正し くは 「イングラン

ド国教会」） の大聖堂である。 これはイングラン ド

と ウ ェ イ ルズ に 約 50 あ り 、 それぞれ に 主教

（bishop） がいて周辺の市町村を 「教区」 （diocese）

と して管轄する。 この教区は市町村ごとに 「小教

区」 （parish） に分けられ、 ひとつの小教区にひと

つずつ 「教会」 （church） がある。 スコ ッ ト ラン ド

の ‘city’ には長老派プロテスタン ト の 「スコ ッ ト

ラン ド国教会」 の大聖堂がある。 大聖堂を持たな

い大都会はミ ッ ド ラ ンズ （イングラン ド中部） の

工業地帯に多く、 たとえばリーズ、 ノ ッティ ンガ

ム、 ス ト ウク -オン - ト レン ト などである。 リーズ

は交通の要所でもあ り ヨークシ ャー北部の羊毛、

織物、 機械工業の中心地で、 ノ ッテ ィ ンガムはロ

ビン ・ フ ッ ド と レース織り とアラン ・ シ リ ト ウの

小説で有名。 ス ト ウ ク - オン - ト レ ン ト と いえば

ウェ ッジウ ッ ド 、 エインズリー、 ロイヤル ・ ド ウ

ル ト ンなどの陶器である。 いずれも世界的に有名

な大都市ではあるが、 シティ とは呼ばれない。 大

聖堂があって主教がいる街はたいてい古くから栄

えていた街であるが、 大聖堂のない大都会はその

多くが産業革命以降に発展した工業都市である。

大聖堂を持つ小さな町とい う こ とになる と、 す

ぐに思い浮かぶのはウェルズと イー リーである。

ウェルズ大聖堂は小さなウェルズの町に比例する

かの如く英国で最も小さい。 この町はむしろ この

「英国最小の大聖堂」 を観光の呼び物にしている。

こ こは中世の巡礼地グラス ト ンベ リーにも近く 、

またこの大聖堂の教区には有名な観光都市バース

がある。 むしろバースの街の中心にある修道院の

方が大き くて風格があるので、 こ っ ちの方が 「大

聖堂」 に見える く らいである。 一方のイーリーは

フェンランズとい う平坦な沼沢地帯の、 僅かに高

く なった 「丘」 の上にある小さな町である。 町の

名前は近く を流れるグレイ ト ・ウーズ川に鰻 （eel）

が多く生息していたこ とに由来する。 町は小さい

がイーリーの大聖堂は荘厳なものであ り、 周囲を

平地に囲まれているためかな り遠くからでもその

姿を眺める こ とが出来る。 この大聖堂はフ ィ リ ッ

パ・ ピアスの童話 『 ト ムは真夜中の庭で』 の中で、

物語の背景と して重要な役割を演じている。 寒波

で凍結したウーズ川をイーリーに向かって ト ムと

ハティがスケー トで滑る場面ではこの大聖堂が彼

らの憧れの象徴であ り、 また二人が大聖堂の塔に

登る場面では塔の階段が彼らの成長を暗示してい

る。 この小さな町の大きな大聖堂は 「イングラン

ドで最も美しい大聖堂」 と言われている。

と こ ろで、 英国は 「例外」 「不規則性」 の国であ

る。 英文法は例外ばかりであ り （非英語圏の英語

学習者は皆このために苦労する）、 あの国では都市

計画から庭園様式に至るまであらゆるものが不規

則である。 そして英語の有名な諺に 「例外なき法

則なし」 （There is no rule without exception.） とい

うのがあるほどで、 つま り何が言いたいかと言え

ば大聖堂を持たない ‘city’ も英国には確かにある

とい う こ とである。 主教がいな く と も特別に 「シ

ティ 」 のタイ ト ルを与えられた街があ り、 先に言

及したバースがそれである。 私はこのこ とを最近

まで知らなかったので、 バースの交差点で 「City 
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Centre」 の道路標識を見るたびにこの街には主教

がいるものとばか り思いこみ、 例の修道院を大聖

堂だと信じて疑わなかったのだ。 あの小さなウェ

ルズ大聖堂がこの世界遺産にもなっている立派な

街を管轄している とい う事実を知ったのは実はご

く最近のこ となのである。

こ の 4 月よ り ア メ リ カ交流委員に就任し （と

思ったら も う この委員会は改組されましたが）、夏

期海外研修の引率で、初めてこのサウスイース ト ・

ミ ズ ー リ 州 立 大学 （ Southeast  Missouri  Sate 

University） のあるアメ リ カ、 ミズーリ州、 ケープ

ジラー ドー （Cape Girardeau） を訪れました。 ミ シ

シッ ピ川沿いのこの町の由来は、 まだアメ リ カ南

部がフ ラ ンス領だった 18 世紀、 この地の監督官

（？ ） だったフ ランス人Girardot にちなんで名づけ

られました。 ミズーリ とい う何やら南部の香り漂

う地域性と （実際は南部と中西部の境界線辺りだ

そうです）、 サウス ・イース ト とい う地方的な響き

のためか、 田舎の小さな大学を想像していま した

が、 これがなかなか立派で美しいキャ ンパスに少

なからず驚きました。 数あるアメ リ カの大学の中

でも間違いな く平均以上に位置する と思います。

日本で一番美しい大学がど こか、 といった調査結

果があるかど うか知り ませんが、 も し日本にあれ

ば一・二を争う こ とでし ょ う。 学生数 8000人強の

割には広いキャンパスと、 緑に囲まれ起伏に富ん

だ丘陵に立つ、 石造り の瀟洒な建物は歴史を感じ

させます （1873年設立）。 また、 アメ リ カの大学で

は良く 見かける光景ですが、 木々 には リ スが走

り、 あた り を鳥が （そして夕方には蛍も） 飛び交

う様子は心休ま り ます。 そして町外れを流れるの

は、 ト ム・ソーヤーで有名なミシシッ ピ川です。 日

本の大学は、 ハー ド面では土地が限られているだ

けでなく、 「ぼろは着てても心は錦」 的精神論で建

物に金をかけず （逆に、 建物ばかり に金をかける

「ハコ もの大学」 への批判もあ り ますが）、 学生の

入学時の偏差値ばかりが強調されて、 入学してか

ら の環境とサポー ト への配慮が少ない気がし ま

す。 （ソ フ ト面と しての教授陣･大学運営があま り

問題にされないこ とにも問題があ り ます。） ハー

ド面ばか り をいじ るのは姑息だといった通念があ

るのかも しれませんが、 「衣食足りて礼節を知る」

と まではいかな くても、 物心両面で 「ぜひこ こで

勉強したい」 と思わせる環境作りは、 その後の学

生の成長に と っ て大きな要因だと感じ ま し た。

（とはいえ、学校間の学籍異動が容易にならなけれ

ばこれによる メ リ ッ ト は十分生かされないかも し

れませんね。）

また何といっても、 生活面で気になるのは食事

の質です。 この大学のカフェテリ アは、 これまで

訪問したアメ リ カの大学の内でも （5―6校しか比

較できませんが） 上位に位置します。 これといっ

てずば抜けたものはあ り ませんが、 全般的に 「食

べられます」。 町には数軒の中国料理店とかな り

いける タイ料理と中近東料理の店があ り ますが、

日本食レス ト ランはあ り ません。 留学生の最大派

閥である日本人 （多いときは 100 人以上いる ら し

い） がこれだけいて、一軒もないのは不思議です。

腕に覚えがあって一旗挙げたい向きにはお勧めの

地です。 しかし娯楽施設はほとんどないので、 家

族持ちには落ち着いた町でも、 若者には退屈な町

かも しれません。 そのせいで、 平日は学校にいて

週末はセン トルイス （車で2時間く らい） などに遊

び に出かけ る よ う です。 今回英語担当の Dr. 

McCann はこの状況を して、 “suitcase university”

だなどと皮肉っていま したが、 街に住みたがる昨

今の若者の気質を反映した表現です。
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滞在中はおおむね天候に恵まれました。 しかし

これも運が良かったからのよ うで、 例年のケープ

は日本同様蒸し暑く、 も う夏はうんざ り とい うの

が本音のよ うです。 今年はとい う と、 雨も少な く

気温もそれほど上がらず、 地元の人によれば 8 月

上旬までは 9 月のよ うな過ごしやすい夏だったよ

うです。 しかし 8月 20日を過ぎて本格的に蒸し暑

く な り、 日中はち ょ っ と外に出るのもおっ く うな

く らいでした。 ひとたび屋内に入れば全館冷房で

ガンガン冷えてますから （彼らには節電とい う発

想はないら しい）、居場所に困ってしまいます。 私

は来客用の宿泊施設にいましたが、 空調が良すぎ

て毎晩震えていました。

町には小さなモールがひとつあ り、 少ないなが

らおし ゃれな店も入っています。 しかし三好の

ジャスコ、豊川のSATYには遠く及ばず、侘し さ さ

え感じ させますが、 小さい分気軽に、 お手軽に買

い物が出来ます。 （いわゆる大型量販店は、他にも

幾つかあ り ます。） しかし、 そこはアメ リ カ、 モー

ルまでのバス路線がないので車がなければど う に

もな り ません。 結局自分で行ったのは、 同行の引

率者の方と一緒に買い物に出かけたとき限りでし

た。 （大学からそのモールまでタクシーで 7 ドルく

らい。） 実はミズーリ に行く前に、 ミネソタにいる

友人宅を訪問したのですが、 そのついでに ミネソ

タ州、 ミネアポリ スにあるあの有名な 「モール・オ

ブ・ アメ リ カ」 （アメ リ カ最大のモールで屋内遊園

地などもある） に行ったので、 そのギャ ップに…

別に驚きませんでした。 広すぎてかえって疲れる

ので、 小さいのもそれな り のメ リ ッ ト かな、 とい

う気も し ま した。

町自体は落ち着いていて、 治安面でも非常に安

心できます。 土地家屋の値段も安く、 こ っそり聞

いたと こ ろでは、 大学に隣接した環境の良いと こ

ろで、 地下を含めて 3階建ての 10部屋以上ある家

屋と、 さ ら にその倍はある巨木の立つ庭を含めて

20万ドル （約2500万円） く らいではないかとの答

えでした。 （なんか書いて損した気分になってき

た…） そして、 遠く大学の北の丘陵地には、 ま さ

に大邸宅がニ ョキニ ョキと聳えています。 面白い

こ とに、 アメ リ カのほとんどの町は大体北部が高

級住宅街で、 南に低所得者層の地域があ り、 治安

もあま り よ く ないこ とが多いのですが、 このケー

プも例に漏れず、 ま さにその系統を反映していま

す。 ある人は南北半球の経済格差の反映だなどと

揶揄しますが、 そういった暗黙の認知地図が、 ア

メ リ カ人の頭の中に出来上がっているのかも しれ

ません。 も うひとつの傾向は、 高いと こ ろ とビー

チが好きなこ と。 お金持ちは山の中腹とか丘の

上、 またはビーチに好んで住みます。 平民は平地

なんです。 まあ、 わからないではあ り ませんが。

幸いセミナーも無事終わ り、 今年は例年よ り一

週間早く、 9 月上旬に帰国し ま した。 そして一週

間後にあの同時多発テロが発生しま した。 これが

今後海外セミナーにどのよ うな影を落とすかわか

り ませんが、 これから も安全なセ ミ ナーが行わ

れ、 ますます多く の学生諸君が海外生活と文化に

親しめる こ とを心から祈り ます。
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ミネソタ州ミネアポリ スにある

アメ リ カ最大のモール、 Mall of America.
屋内遊園地もある



Goken         News

’01公開講座「言語」のご案内�

16 2001年12月

〈編集後記〉

　移動がたやすくなった時代、外国語一つ覚えておけば、世界が広がることは確かである。

　それにしても新しい言葉の修得は、難しいものだ。今回寄稿いただいた先生たちは、困難を乗り越え

ようと様々な苦労をされている。教材も機器も機会もふんだんにある現在とは違って、なにもかも乏し

く、外人教師に学ぶ機会はごく限られていた時代だった。朔太郎ではないが、25万もすれば、アルバイ
トが一日500円の時フランスへ行くことなど学生の身分では途方もないことだった。このようなとき重要
なのはただ意志の強さ、絶対に物にしてやるとの固い決意である。須藤先生のもがくようなご努力、大

島先生の今なお突き進もうとされているお姿には敬服する。

　ついでだから、編者の学び方も紹介しよう。先生たちと同じ世代だから、もちろん劉先生の言われる

書面語の修得中心の方法である。学校の授業はまことに歯がゆいほどゆっくりだった。読本の範囲も狭

いのが普通だ。このままではいけないと思い、文法を終わって最初に取りかかった原書はジッドの『狭

き門』だった。独習テキストが決まった。訳本を買ってくる。テキストの訳を書き記す。一日の終わり

にその訳を訳書と照らし合わせて、間違いを訂正する。思えば無謀なことをしたものである。恐ろしく

難しかった。しかしこれを終わったときの喜びは大きかった。祝杯をあげた。恋愛小説の名作を読んで

しまえ、と我が身に言い聞かせて、あとはモッパッサンの短編、『クレーヴの奥方』、『アドルフ』、『マノ

ン・レスコー』は電車の中で読んだ。夏休みにはスタンダールの短編、『赤と黒』、『パルムの僧院』と続

いた。恋愛小説ではないが、ネルヴァルの『オリエント紀行』はおもしろかった。以上が 4年生の夏ま
でに読んだ編者のフランス書である。恋愛小説の傑作、バルザックの『谷間の百合』は、草木の名前に

閉口し三分の一までで投げ出したまま現在に至っている。

　力が付いていくのを実感できることほどうれしいものはない。インテンシブに若いときのやってこそ

上達するものだ。卒業すれば、時間がないことははっきりしている。今が実力を蓄えるときだというこ

とを忘れないでいてほしい。

（S・K）

（名古屋語学教育研究室発行）

2002年
1月12日 「日本語話者がフランス語を通して見た韓

国語」

　田川光照（愛知大学経営学部教授）

「漢字文化圏における表音文字の背景」

　陶山信男（愛知大学名誉教授）

∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞∞◊∞

　名古屋語学教育研究室のホームページを開設し

ました。

　アドレスは

http://leo.aichi-u.ac.jp/̃goken/

愛知大学言語学談話会
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